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作成年月日 令和 ２ 年１０月５日 

作成部局課室名 教育委員会事務局文化財課 

 

 

県立考古博物館 特別展「兵庫ゆかりの武将たち―明智光秀とその時代―」 
 
 
戦国乱世の時代は織田信長の登場によって、ようやく終止符が打たれようとしますが、“西

国の雄”毛利氏を中心とする勢力との対決が迫るなか、兵庫県内を本拠とする波多野秀治(丹
波)、荒木村重(摂津)、別所長治(播磨)らが信長に叛旗を翻すも敗れ去ります。しかしその信

長も明智光秀の謀反で本能寺に倒れ、後継者として豊臣秀吉が天下統一を果たしますが、そ

の後も徳川家康が長期政権の基礎を確立するまで戦乱は続きました。 
本展では肖像画や歴史資料・武具、関連する城跡から出土した考古資料などから、県内各

地において活躍した武将たちの姿を紹介します。 

１ 会  期 2020 年 10 月 10 日（土）～2020 年 11 月 29 日（日） 
２ 展覧会名 兵庫ゆかりの武将たち―明智光秀とその時代― 
３ 会  場 兵庫県立考古博物館 特別展示室 
４ 主  催 兵庫県立考古博物館 
５ 後  援 兵庫県、兵庫県教育委員会、NHK 神戸放送局 サンテレビジョン  

ラジオ関西 
６ 協  力 山陽電気鉄道株式会社、ひょうご考古楽倶楽部  
７ 観覧時間 9:30～17:00（入場は 16:30 まで） 

８ 休 館 日 月曜日（祝休日の場合は翌平日） 
９ 観 覧 料 大人 500 円(400 円)、大学生 400 円(300 円)、高校生以下無料  

       （ ）は 20名以上の団体料金、各種割引あり 

 

《展示のみどころ》 

◎展示構成 

■プロローグ－信長の登場－ 
  織田信長は、永禄 2年頃には尾張一国を手中におさめ、今川義元を討ち、戦国大名とし
て頭角をあらわす。 

■明智光秀と丹波攻略 
  織田信長から丹波攻略の命を受けた明智光秀は、一度は失敗するも八上城（丹波篠山市）、
黒井城（丹波市）を落として丹波平定を成し遂げた。 

■荒木村重と有岡城の攻略 
  織田信長の家臣として摂津一国の支配を任されていた荒木村重は、三木合戦の最中、突
然離脱して居城の有岡城に戻り叛旗を翻した。が、兵粮攻め長期戦により有岡城は落城し
た。 

■別所長治と三木合戦 
  中国地方攻略を信長に命じられた羽柴秀吉が播磨に入り、播磨全域が織田方の勢力下に
入ったが、東播８郡を支配する別所氏との関係が悪化し、別所長治は三木城に籠城するが
破れ去った。 

■本能寺の変から秀吉、家康へ 
  信長が出兵するため京都の本能寺に入っていたところ、家臣の明智光秀に急襲され自害
する。その報に接した秀吉は京都山崎の合戦で光秀を破った。この後、家臣間抗争が展開
したが、賤ヶ岳の合戦で柴田勝家を破り後継者として地歩を固めた。秀吉の没後、関ヶ原
の合戦に勝利した徳川家康が幕府を開いた。さらに、大坂冬・夏の陣で豊臣氏を滅ぼし覇
権が確立した。 
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■エピローグ－平和な世を求めて～春日局～－ 
  明智光秀の家臣斎藤利三が氷上郡一帯の統治を任されて黒井城の館（現、丹波市の興禅
寺）に居住していたときに生まれたのが「福」後の春日局であるといわれている。父利三
が山崎の合戦で敗れ、捕らえられ処刑された経験から、福は平和な時代の到来を希求し、
実現するために「大奥」制度の基礎を築き、世を安定させようと尽力した。 

◎おすすめの展示品 

① 輪 宝 三
りんぼうみつ

巴
どもえ

文
もん

螺鈿
らでん

軍 陣
ぐんじん

鞍
くら

（個人蔵）             
三木城主別所氏に伝来したと伝えられ、青貝で小さな三巴 
紋を散らして地の装飾とし、密教法具の輪

りん

宝
ぼう

を青貝で大き 
くあしらうなど、豪華な鞍である。 
 
 

② 本能寺跡出土焼瓦（鳥
とり

衾
ぶすま

）（京都市蔵 京都市指定文化財）   
天正 10 年（1582）６月２日未明、明智光秀は京都本能寺     
に織田信長を急襲して自害させた。この瓦には焼痕があり、 
本能寺に火が掛けられたことを示している。 
 
 

③ 茶
ちゃ

糸
いと

威
おどし

革
かわ

包
づつみ

二枚
にまい

胴
どう

具足
ぐそく

（たつの市立龍野歴史文化資料館蔵）     
徳川家康から脇坂安治が拝領したと伝えられ、籠手（こて） 
の上腕部に葵紋の金具が付けられている。全体的に小振りで 
はあるが、装備や形状はたいへん実戦的である。 

《関連行事》 

◆講演会（参加費無料、要事前予約） 

10 月 17日(土）「信長と光秀」 

11 月 1 日(日）「荒木村重の実像に迫る」  

11 月 14日(土）「天下統一への道－苦悩する秀吉－」 

◆「三木合戦軍図絵解き」(参加費無料、要事前予約)  

11 月 15日(日）   語り手：生田 淳仁 

三木市指定無形民俗文化財である「三木合戦絵図」について解説 

◆体験講座「天下布武のメダルづくり」(参加費：1,000 円 要事前予約) 

11 月 21日（土） 

  ※事前予約については、当館のホームページをご覧ください。 
 

  問い合わせ先                                

兵庫県立考古博物館 〒675-0142 加古郡播磨町大中 1-1-1 

ホームページ http://www.hyogo-koukohaku.jp/ 

【内容に関すること】担当学芸員 松井 良祐 TEL 079－437－5562（学芸課直通） 

【取材・写真提供に関すること】企画広報課 

  TEL 079－437－5589（代表） FAX 079－437－5599 

 






